
持続力のある酪農経営の実現
活動期間：令和３年～（継続中）

北海道
【重点プロジェクト計画】

概要

普及指導員の活動

具体的な成果

１．地域に適したスマート農業の普及
■飼料用とうもろこしへの茎葉処理除草剤散布は、１番草収穫時期と
   重なるため作業が困難。
   →ドローンによる空中散布を提案・実証
■慣行区(土壌処理)よりもドローン区(土壌処理＋茎葉処理)の方が、
 除草効果が高く乾物収量も増加した。
■この結果を地域へ報告し、導入の気運が高まった。

○北海道東部・厚岸町は、酪農専業地帯。近年は酪農家戸数の減少により生乳生産維持が困難となっている。

○普及センターは、重点地区農業者11戸に対して意向調査を実施し、「５年後の将来構想」を協議・決定する
とともに、戸別に取り組むべき課題を提案。

○令和３年から「自給飼料生産技術の改善」と「飼養管理技術の改善」に取り組み、生乳生産量維持による所
得の安定化を目指して活動を展開した。

普及指導員だからできたこと

• それぞれの目標農業所得から「将来構想」を決定したことで、農業者の目標が明確となり、目的達成のため
のモチベーションが向上し、取り組みが進んだ。

• 関係機関と連携し、地域実態に合わせたスマート農業技術の導入と、その有効性について検討した。新たな技
術を総合的に検証し、地域へ提案できるのは普及指導員ならではの活動である。

• 科学的根拠に基づいた技術提案と、その実証ができた。これらの活動を通じて地域の関心、信頼を得ること
ができた。

令和２年 ◼ 戸別意向調査の実施
・将来的な規模拡大・縮小・営農中止等の意向を調査し、｢５年後の将来構想｣を決定。
・戸別将来構想を実現し、地域生産乳量を維持するための提案を関係機関と検討。

令和３年
～令和５年

◼ 自給飼料生産技術の改善
・草地更新後の植生調査を元に、牧草割合を維持するため、牧草収穫・調製方法の
改善と草地更新時の除草剤処理体系を提案。
・近年栽培面積が増加している飼料用とうもろこしの栽培に係る技術支援。
◼ 飼養管理技術の改善
・周産期疾病の予防、繁殖成績の向上を目標に、戸別に課題の抽出と改善の優先
順位を協議し、改善に向けての提案を実施。

2．放牧技術の改善
■放牧地の植生悪化により放牧草の採食量が
 低下し乳量・乳成分が不安定。
   →放牧地へのペレニアルライグラス追播による
 植生改善を提案
■採食量の増加と栄養設計により、乳量の向上、
 乳成分の安定が図られた。

3．乳牛飼養管理技術の改善
■泌乳期の栄養不足による乳牛のコンディション回復
遅れ、周産期病の発生による生産性の低下。
→飼料設計による栄養管理の適正化
■死廃率が減少し、個体乳量が向上した。

出荷乳量
(ｔ)

ＭＵＮ
(mg/dl)

R4年 R5年 R4年 R5年

8月 55.4 55.8 16.2 14.6

9月 48.6 54.2 16.2 13.8

10月 46.0 52.0 12.5 10.9

★MUN
・乳中尿素態窒素の略
・栄養バランスの指標
・10～14mg/dlが目安
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北海道 

持続力のある酪農経営の実現 

 

活動期間：令和３年度～（継続中） 

 

１．取組の背景 

（１）厚岸町の酪農は家族経営が主体で、規模拡大と生産性向上により生乳生産

量を増やしてきた。しかし、近年は離農による酪農家戸数の減少が続いてお

り、生乳生産を維持するために対策が必要となっていた。 

（２）農業改良普及センターでは、重点地域農業者 11戸を対象に、５年間の規

模拡大・縮小や営農中止等の意向を聴き取るとともに目標農業所得を協議

し、「５年後の将来構想」を決定した。また、同地域において「自給飼料生

産技術の改善」と「飼養管理技術の改善」を推進することで、自給飼料の品

質および収量の安定化、生乳生産性の向上による所得の安定確保を目指す

こととした。 

 

２．活動内容（詳細） 
（１）地域に適したスマート農業の普及 

・飼料用とうもろこしの雑草対策（除草剤散布）は、土壌処理が主体だが効果

が不安定となっていた。また、茎葉処理は１番牧草収穫時期と重なるため、

散布作業が実施困難であった。そこでドローンによる茎葉処理剤散布を試

行した（写真１）。 

（２）放牧技術の改善 

・放牧地の植生悪化により放牧草の採食量が低下し、乳量・乳成分が不安定と

なっていたため、放牧地へのペレニアルライグラス（以下、ＰＲ）の追播と

放牧草の採食量に応じた栄養設計を実施した（写真２）。 

（３）乳牛飼養管理の改善 

・泌乳期の栄養不足を原因とする乳牛のコンディション回復の遅れや、乾乳期

の飼養管理を原因とする分娩後の疾病が発生し、生産性低下が見られた。そ

こで、飼料設計による栄養とミネラルバランスの適正化に取り組んだ（写真

３）。 

 

 

 

 

写真１ 試験したドローン
（上）とほ場での飛
行記録（下） 

写真２ 追播機を利用した放
牧地へのＰＲ追播 

写真３ 農業者とともに乾乳
牛のモニタリングを
実施 
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３．具体的な成果（詳細） 

（１）自給飼料の安定確保 

・ドローンによる茎葉処理剤散布の結果、慣行の土壌処理よりも除草効果が高

かった（表１、写真４）。 

・１番草収穫作業中でも除草剤散布が可能であることが農業者に理解され、導

入の気運が高まった。 

 

 

 

（２）放牧技術の改善（現況０戸→目標２戸→実績２戸） 

・２戸の農業者を対象に、放牧地へのＰＲ追播を提案、実施した。 

・その結果、放牧地の植生が改善され、放牧草の採食量が増加した。また、採

食量増加に合わせた栄養設計を行い、出荷乳量が向上した（表２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）飼養管理技術の改善（現況０戸→目標３戸→実績３戸） 

・次産に向けた乳牛のコンディション回復を図るため、３戸の農業者に対し泌

乳中後期の栄養濃度改善と、周産期病予防を目的に乾乳期のＣａコントロ

ールおよび飼養環境の改善を提案し、改善に向けての支援を行った。 

・その結果、分娩後 60日以内の死廃率が減少し、個体乳量が増加した（表３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 収量への効果 

表２ 出荷乳量とＭＵＮの推移 

写真４ 白化した雑草 

※ＭＵＮ：乳中尿素態窒素の略 
栄養バランスの指標となる 
おおむね 10～14mg/dl が目安 

表３ １頭当たり日乳用と死廃率の変化 
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４．農家等からの評価・コメント（重点地区複数農業者） 

・地域内での離農が相次ぎ、活力が低下していると感じていた。そのような

中、普及センターや関係機関と一緒に我が家の将来像を考え、目標に向かっ

て改善に取り組むことができている。 

・飼料価格が高止まりしている中、粗飼料の収量と栄養価を向上させる取り組

みは非常にありがたい。牧草の生育に合わせた施肥や収穫タイミングなど

を再確認することができた。また、粗飼料の栄養価に合わせた飼料設計と乳

牛の栄養管理が、効率的な生乳生産につながっていると感じている。 

・分娩前の栄養管理が、周産期病の予防だけでなく乳房炎対策としても有効だ

と分かった。また、泌乳量が多くても乳牛のコンディションを回復させる自

信が付いた。 

  

５．普及指導員のコメント（釧路農業改良普及センター・地域係） 

・地域としての生乳生産量を維持するためには、戸別課題の解決が不可欠と考

えている。本取り組みより、生乳生産性の向上と新規投資による規模拡大を

進め、生乳生産量の維持を目指している。 

・地域には豊富な粗飼料基盤があるので、粗飼料の品質を高めて生乳生産性を

高めるため、草地更新時の除草剤処理体系を推進している。 

・乳牛の飼料設計は、経営主や後継者と一緒に乳量や乳成分、ボディーコンデ

ィションスコア等で効果を確認しながら進めている。 

・取り組みは関係機関の協力の下推進しており、関係機関が課題解決に向けて

同じ方向性を持って一緒に取り組む姿が、農業者に安心感を与えている。 

・活動を推進するにあたっては、農業者や関係機関の意向、要望を踏まえて普

及活動計画を樹立し、活動を展開している。取り組みの成果が町内他地区へ

波及していくことを期待する。 

 

６．現状・今後の展開等 

（１）関係機関と連携し、スマート農業の普及、放牧技術および飼養管理技術改

善を継続する。 

（２）地区内の他の農場においても取り組みを行い、釧路東部地区における酪農

生産性の向上を目指す。 


